
 

 

[News Release] 

報道関係者各位                                                  2014 年 2 月 27 日 
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 レキットベンキーザー・ジャパン株式会社（本社：東京品川区東五反田／代表取締役：ステファン・ガー）は、世界

100 カ国以上で愛されるフット＆レッグケア商品の総合ブランド『ドクター・ショール』より、独自で開発したやわらかジ

ェルを使用した外反母趾対策商品「クリア・ジェル・クッション トー・セパレーター」と「クリア・ジェル・クッション トー・ス

トレーター」を、2014年 3月 3日（月）にリニューアル発売いたします。 
 

 「クリア・ジェル・クッション」は足の親指と人差し指の間に挟むだけで、曲がった足指を広げ、指の圧迫や接触によ

る痛みをやわらげる外反母趾対策商品です。 

今回のリニューアルでは、 
 

①ユーザーのニーズに合わせ、形状や素材の品質を向上させると共に、 

②自分に合う外反母趾製品がわからないという約 60%のユーザー(2013年、ドクター・ショール調べ) 

  の声に応え、外反母趾レベルがひと目でわかる、ユーザー目線のパッケージを採用いたしました。 

 

「クリア・ジェル・クッション トー・セパレーター」は、大 2個 小 1個のつり鐘型のジェルを、１個から最大 3個まで、

自分の足に合わせてご使用いただくことで、やさしく指を広げて痛みをやわらげます。外反母趾の症状が軽〜中度

(親指が内側に曲がった状態)の方にオススメです。 

また「クリア・ジェル・クッション トー・ストレーター」は、大人気の形状はそのままにやわらかさ・フィット感をアップ。

外反母趾の症状が中〜重度(親指が隣の指と重なった状態)の方向けの商品で、足指をしっかり広げたい方に最適

な商品です。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

軽度から重度のあらゆる外反母趾の悩みにレベル別で対応 
曲がった足指をグイっと広げ正しい位置に！圧迫や接触による痛みを解消 

   「クリア・ジェル・クッション トー・セパレーター」 
   「クリア・ジェル・クッション トー・ストレーター」 

2014 年 3 月 3 日（月）リニューアル発売 
http://drscholl.jp/ 

【商品概要】 
発売日： 2014 年 3 月 3 日(月) 
価 格： 700 円      
特 長： 独自で開発したやわらかジェルクッションで、 

      曲がった足指を広げ、痛みをやわらげます。 

      洗って繰り返しご使用いただけます。 
 

■「クリア・ジェル・クッション トー・セレパレーター」 
・つり鐘型のスリムタイプでしっかりフィットで目立ちにくい。 

・大 2 個 小 1 個のセットで、１個から最大 3個まで 

 ご自分の足に合わせてご使用いただけます。 

・先端が細身の靴にもご使用可能です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜症状レベル＞ 

 

＜使用イメージ＞ 

＜症状レベル＞ 

＜使用イメージ＞ 

 

①ユーザーのニーズに合わせ、形状や素材の品質を向上。 

②自分の外反母趾レベルに合わせて購入できるよう、 

  ひと目でわかるユーザー目線のパッケージを採用！ 

 

■「クリア・ジェル・クッション トー・ストレーター」 
・独自の形状で足指の間にぴったりフィットし、痛みを軽減。 

・外出時はもちろん、おうちでもご使用いただけます。 

 

リニューアルポイント 

http://drscholl.jp/


 

外反母趾とは 
小さすぎる靴や、先の細い靴によって、母趾(親指)が人さし指側に曲がり、 

指のつけ根部分(親指の骨)が外側に張り出し状態のこと。 

放置することで、親指の付け根が脱臼状態になり歩行に困難を来したり、 

症状が進行すると、骨の切断を伴う手術が必要となることもある。 

クッション性のあるやわらかいパッドで保護して痛みをやわらげたり、 

曲がった指を正しい位置に戻すよう、足指を広げることで、改善・予防をすることが可能です。 

 

<参考情報> 
■実は気付いていない？健康足だと自覚する女性3人に1人は外反母趾 

20人の「外反母趾の自覚がない」という20～40代の働く女性に独自調査を行ったところ、  

そのうち6名、つまり3人に1人が外反母趾であることが分かりました。 

特にハイヒール靴を愛用する現代女性には、外反母趾は決して遠い存在ではないのです。 

(2013年、ドクターショール調べ、n=20) 

 

 

(外反母趾イメージ) 


